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「14世紀の危機」についての環境史的考察の試み

An Approach of Environmental History to the "14th Century Crisis"
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　この報告は「14世紀の危機」について環境史的考察を試みるものである。「14世紀の危機」とは、一般に

「中世の温暖期 (Medieval Warm Period: 1000～1300年)」が終わり、「小氷期 (Little Ice Age)」が始まると

される14世紀に起きた寒冷化や天災の頻発、疫病の流行およびそれに伴うモンゴル帝国（1206～1368年）の

崩壊のような政治変動を総合した「危機」を指す。天文学・気象学・地震学のような科学分野と歴史

学・アーカイブ学のような人文学分野が共同する我々のプロジェクトは、分野横断的なアプローチでこの「危

機」の実態に迫ることを目的の1つとしている。「14世紀の危機」は、これによりアフロ・ユーラシアにまた

がった多元的な「13世紀システム」が閉じ、西洋主導の「近代世界システム」への道を開く画期として、かね

てより注目されてきた。しかし、「危機」の要因——の少なくともその一部——が小氷期への移行という環境

的な要因にあるのであれば、この種の生態環境の激変を考慮に入れなければ「危機」の実態は見えてこな

い。このプロジェクトは人間活動と生態環境との複雑な関わり合いに新たな光を当てようとするものである。
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